
自治体において、国が提供する基盤を活用した市独自の自治体マイナポイント事業を実施するなど、積極
的な申請促進活動を実施。

令和４年11月分フォローアップにおける先進事例①

◯市独自の自治体マイナポイント
（長野県松本市）概要

▶ 国が整備した決済サービス事業者との連携の仕組みを備え
たマイキープラットフォームを活用し「まつもとマイナポイント」
（自治体マイナポイント）事業を11月15日から実施。

▶ マイナンバーカードを保有する市民に5,000円相当のポイ
ントを付与し、令和４年度に19～25歳となる市民には、
10,000円相当のポイントを追加で付与。マイナンバーカー
ドのメリットや安全性の説明も加えた市独自のPR動画を
制作し、YouTubeに掲載して市民に対し積極的に周知。

市YouTubeチャンネルに掲載しているPR動画
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◯市独自の自治体マイナポイント
（兵庫県姫路市）概要

▶ 国のマイキープラットフォームを活用して実施するポイント事
業として「ひめじポイント」（自治体マイナポイント）事業を
11月15日から実施。

▶ 多子世帯への出産祝いポイント、婚活サポートポイント、
介護支援ボランティアポイント、禁煙チャレンジポイントなど、
様々な分野の事業を対象とし、マイナンバーカード普及促進
の機運向上を図りつつ、商業施設等での出張申請も積極
的に実施。

出張申請の様子広報誌で周知



自治体において、病院への出張申請や運輸支局に出張申請窓口を設置するなど、積極的な申請促進活
動を実施。

令和４年11月分フォローアップにおける先進事例②

◯運輸支局に出張申請窓口を設置
（東京都品川区）概要

▶ 自動車整備業のマイナンバーカード取得率が低迷しているこ
とから、国土交通省と連携し、関東運輸局東京運輸支局
に出張申請窓口を設置。区民以外の申請もサポート。

▶ 近隣住民にも幅広く周知した上で、10月中旬から11月下
旬にかけて３回実施し、当日申請いただいた方には区オリ
ジナルグッズを贈呈。
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広報チラシ申請受付の様子

◯病院への出張申請（鳥取県米子市）
概要
▶ マイナンバーカードと健康保険証の一体化について、病院に
来院する方のニーズが高まっていることから、鳥取大学医学
部附属病院に出張申請窓口を設置。

▶ １日に平均1,400人以上が訪れる市内最大規模の病院
であり、申請専用車両のラッピングカーを活用して、積極的
に集客を図り、病院で働く方も含め多くの申請をサポート。

申請サポートの様子 広報チラシ



自治体において、窓口増強や職員増員に加え、新たにマイナンバーカード臨時交付窓口を開設するなど、
積極的な交付体制整備を実施。

令和４年11月分フォローアップにおける先進事例③

◯マイナンバーカード臨時交付窓口開設
（島根県出雲市）概要

▶ 11月５日から市内商業施設（イオンモール出雲２階）に
マイナンバーカード臨時交付窓口を開設。

▶ 平日の遅い時間や土日祝日にもカードの受け取りやマイ
ナポイントの申し込みが可能となり、今後、年末にかけて
急増することが想定される申請・交付対応に向けて、万全
な交付体制整備を実施。
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広報チラシ 臨時交付窓口の様子

概要
▶ 今年度市内商業施設（イオン鹿児島鴨池店２階）にマイ
ナンバーカード臨時交付センターを開設するなど、令和４年
11月時点で、昨年度末から窓口数を９窓口増強し、職員
数を29名増員（正規職員3名、会計年度任用職員15名、
派遣職員11名）。

▶ また、本庁及び谷山支所にもマイナンバーカード関係の特
設会場を設置しており、平日及び休日開庁日（第1・第2
日曜日、第3・第4土曜日）も対応するなど交付体制を充
実。

臨時交付センターの様子 特設会場の様子

◯交付体制整備（鹿児島県鹿児島市）



マイナンバーカードの交付主体は市区町村であるが、都道府県においても、申請促進のため以下のような
取組を実施。

令和４年11月分フォローアップにおける先進事例④

◯申請促進キャンペーンの実施（群馬県）
概要
▶ マイナンバーカード申請促進キャンペーン事業として、11月
から県内各地の商業施設にマイナンバーカード申請サポー
トブースを開設（延べ312日間）。また、来場者特典とし
て、本ブースでの申請者に500円のクオカードを配布。

▶ 年明け１月からは、カード保有者特典として県民限定の
抽選で１万名に県特産品等を贈呈予定。

▶ 本キャンペーンは、特設WEBサイトやラジオCM、SNSなど
あらゆる広報媒体を活用し、積極的に広報展開。

広報チラシ申請会場の様子

◯企業等に出張申請協力金支給（山梨県）
概要
▶ マイナンバーカードの普及を図るため、県が実施する出張
申請に応じた企業等に、申請者1人当たり2,000円の
協力金を支給。

▶ 5名以上の新規申請者がいる企業、自治会、ボランティア
団体、スポーツ少年団などを対象としており、県民に積極
的な周知を図るため、新聞紙の全面広告も実施。

出張申請の様子 全面広告
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マイナンバーカードの交付主体は市区町村であるが、都道府県においても、申請促進のため以下のような
取組を実施。

令和４年11月分フォローアップにおける先進事例⑤

◯市町村の郵便局委託事業をサポート
（愛知県）

◯利活用コンテストの開催（香川県）
概要
▶ マイナンバーカードが持つ本人確認・認証機能を、デジタル
社会の基盤として徹底的に利活用し、行政サービスだけで
なく、民間ビジネスの様々な局面での利用を進めるため、
香川県及び県内全17市町の主催により、「マイナちゃん
ピオンシップ・かがわ 2022ーマイナンバーカード利活用ア
クセラレーションプログラム」を開催。

▶ 10月から11月にかけてサービス案の募集を行い、有識者
からのブラッシュアップ期間を経て、年内に最優秀賞を決定
予定。優秀なサービス案は県内でのサービス実装を目指
すことで、マイナンバーカードの申請促進の機運を高める。

特設ホームページで全国からエントリー受付（11/7終了）
https://mynumbercard-contest.kagawa.jp/
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概要
▶ 郵便局が県内各地域において設置され、シニア層を始め、
多くの県民が利用する場所であることに着目し、県から日本
郵便株式会社に出張サポート業務の実施について要請。

▶ 県実施の市町村向け説明会に日本郵便の職員にも参加
いただき、郵便局における申請サポート業務を紹介。契約
雛形の提示等、日本郵便と市町村間の調整を県が積極的
に行い、複数団体で郵便局に申請サポート業務を委託。

▶ 郵便局への業務委託により、サポート拠点が増加し、住民
の利便性向上及び既存窓口の混雑緩和を実現。

市町村（蟹江町）が作成した広報チラシ
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